「さあ、 どうな りました か、 わかりません ご 

私の 生れた 家に は、 誇るべき 系図 も 何も 無い。 どこ 

からか 流れて 来て、 この 津 軽の 北端に 土着した 百姓が、 

私たちの 祖先な のに 違いない。 

私 は、 無智の、 食う や 食わず の 貧農の 子孫で ある。 

私の 家が 多少で も 青森県 下に、 名 を 知られ はじめた の 

そ-つす け 

は、 曾祖父 惣 助の 時代から であった。 その 頃、 れいの 

多額 納税の 貴族院 議員 有資格者 は、 一 県に 四 五 人 くら 

いのもので あったら しい。 曾祖父 は、 その ひとりで 

あった。 昨年、 私 は 甲府巿 のお 城の 傍の 古本屋で 明治 



人から うしろ 指 を 差される ような 愚行 を 演じた の は 私 

ひとりであった。 

余の 幼少の 折、 (というよ うな 書 出し は、 れいの 思想 

家た ちの 回想録に しばしば 見受けられる もので あ つ て、 

私が 以下に 書き記そうと している 事 も、 下手 をす ると、 

思 想 家 の 回想録め いた、 へんに 思わせぶ りの ものに な 

リ はせ ぬかと 心配の あまり、 えい、 いっそ、 そのよう 

な 気取った 書 出し を 用いて やれ、 とつ まり 毒 を 以て 毒 

を 制する 形に してし まった ので あるが、 しかし、 以下 

に 書き記す 事 は、 決して 虚飾の 記事で はない。 本当に、 



それ は、 事実な ので ある) 朝、 眼が さめてから、 夜、 

眠る まで、 私の 傍に 本の 無かった 事 は 無い と 言っても、 

少しも 誇張で ないような 気がする。 手当り 次第、 実に 

よく 読んだ。 そうして 私 は、 二度 繰り返して 読む とい 

う 事 はめった に 無かった。 一日に 四 冊 も 五 冊 も、 次々 

とぎばなし 

と 読みつ 放しで ある。 日本のお 伽噺 よりも、 外国の 

童話が 好きであった。 「三つの 予言」 というの であつ 

たか、 「四つの 予言」 というので あつたか いま は 忘れた 

が、 お前 は 何歳で 獅子に 救われ、 何歳で 強敵に 逢い、 

こじ さ 

何歳で 乞食に なり、 などと いう 予言 を 受けて、 ちっと 

も それ を 信じなかった けれども、 果して その 予言のと 



どこに こじつけよう としても、 無理が ある。 噓が 出る。 

さて、 それで は、 いよいよ、 私の れいの デモ クラシ 

ィは、 それから どうな つた か。 どうもこう もな り やし 

ない。 あれ は、 あの まま 立 消えに なった ようで ある。 

まえに も 言つ て 置いた ように、 私 はい まこ こで 当時の 

社会 状勢 を 報告しょう としてい るので はない。 私の 肉 

体 感覚の 断片 を 書きなら ベ て 見ようと 思 つ ている だけ 

である。 

X 

ちょうちん 

博愛主義。 雪の 四つ辻に、 ひとり は 提燈を 持って 



X 

プ ロレ タリ ャ 独裁。 

それに は、 たしかに、 新しい 感覚が あった。 協調で 

はない ので ある。 独裁で ある。 相手 を 例外な くた たき 

つける ので ある。 金 持 は 皆 わるい。 貴族 は 皆 わるい。 

せんみん ほうき 

金の 無い 一 賤民 だけが 正しい。 私 は 武装蜂起に 賛成し 

た。 ギロチンの 無い 革命 は 意味が 無い。 

しかし、 私 は 賤民でなかった。 ギロチンに かかる 役 

の ほうであった。 私 は 十九 歳の、 高等学校の 生徒で 

あった。 クラスで は 私 ひとり、 目立って 華美な 服装 を 

していた。 いよいよ これ は 死ぬ より 他 は 無い と 思った。 



た。 (この頃、 ジャズ 文学と いうの があって、 これと 対 

抗 していた が、 これ はまた 眼が しらが 熱くなる どころ 

か、 チン プン カンプ ン であった。 可笑しく もなかった。 

私 はとうとう、 レヴ ユウと いう もの を 理解で きずに 

終った。 モダン 精神が、 わからなかった ので ある。 し 

てみ ると、 当時の 日本の 風潮 は、 アメリカ 風と ソヴィ 

エト 風との 交錯であった。 大正 末期から 昭和 初年に か 

けての 頃で ある。 いまから 二十 年 前で ある。 ダンス 

ホ— ルと ストライキ。 煙突 男な どと いう 派手な 事件 も 

あった。) 

結局 私 は、 生家 を あざむき、 つまり 「戦略」 を 用い 



きようぼう 

養の、 不吉な、 変態 革命 を 兇暴に 遂行した 人の 中に、 

あのひと も 混って いたよう な 気がして ならぬ。 

同志た ち は 次々 と 投獄 せられた。 ほとんど 全部、 投 

獄 せられた。 

中国 を 相手の 戦争 は 継続して いる。 

私 は、 純粋と いう ものに あこがれた。 無報酬の 行為 _ 

まったく 利己の 心の 無い 生活。 けれども、 それ は、 至 

難の 業であった。 私 はた だ、 やけ 酒 を 飲む ばかりで 

あった。 

私の 最も 憎悪した もの は、 偽善であった。 



X 

キリスト。 私 は その ひとの 苦悩 だけ を 思った。 

関東 地方 一帯に 珍ら しい 大雪が 降った。 その 日に、 

二 • 二 六 事件と いう ものが 起った。 私 は、 ムッ とした。 

どうしょうと 言う んだ。 何 をしょう と 言う ん だ 。 

実に 不愉快であった。 馬鹿野郎 だと 思った。 激怒に 

似た 気持であった。 

プランが あるの か。 組織が あるの か。 何も 無かった。 

狂人の 発作に 近かった。 

組織の 無い テロリズム は、 最も 悪質の 犯罪で ある。 



達して いなかった。 

X 

しかし 彼等 は 脅迫した。 天皇の 名 を 騙って 脅迫した。 

私 は 天皇 を 好きで ある。 大好きで ある。 しかし、 一 夜 

ひそかに その 天皇 を、 おうらみ 申した 事 さえあった。 

日本 は 無条件降伏 をした。 私 はた だ、 恥ずかし かつ 

た。 もの も 言えない くらいに 恥ずかしかった。 

天皇の 悪口 を 言う ものが 激増して 来た。 しかし、 そ 

うなって 見る と 私 は、 これまで どんなに 深く 天皇 を 愛 
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